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グリメピリド 糖尿病のお薬です。昏睡を誘発します。

アムロジピン
血圧のお薬です。　過度に血圧を下げ意識を失わせたり失神

したりします。

ワーファリン
血をサラサラにするお薬です。不整脈の方や心臓弁膜症の方

がよく飲まれます。

テオフィリン 喘息のお薬です。不整脈を誘発します。

鉄剤 貧血のお薬です。鉄中毒という肝障害を引き起こします。

乳幼児に危険なお薬のほんの一例

消費者庁HPより

お医者さんから教えてもらった一言・・・

「ワンピルキャンキル：One pill can kill」

内科部長 石井 彰

数年ほど前に研修医の先生への講義を聞いていた時のことです。研修医の引率の先生のような仕事もし
ていたためですがある日の講義は小児科の先生でした。「内科のことじゃないからまあいいか」と思いつ
つお話を聴き始めましたがだんだんとお話に引き込まれていきました。それは「子供の誤飲の中に、大人
のお薬がある」というお話でした。

「子供は誤飲する生き物」

生後5か月をすぎると周囲への興味がものすごく高まります。手の届くところにあるものは何でも触ろう
としますし口に入れようとします。

注意してもひやりとする経験は小さい子供を育てた方ならわかるのではないでしょうか。

ただお正月など親の実家に行くとか、両親に子供を預けてなど、常に子供を診ていない人がそばにいると
きに「子供が死んでしまうリスクがすぐそこに隠れていること」を知ってほしいのです。

他にもたばこ誤飲はいまだに減りません。紙巻きたばこ1本で乳幼児の致死量に到達します。実際タバコ
1本飲んじゃったという子供が救急に（大学病院時代のお話ですよ）来ますが、ニコチンは催吐作用がある
ので多くの場合吐き出しています。煙草の灰皿にある浸出液を飲んじゃう（7~8倍の濃度になります）の
がとても怖いです。先ほど挙げた薬というのは吐き気が出ないので幼児が飲んだことに気が付かない怖さ
もありますし、薬を包んでいるプラスチックのシートごと口に入れてゴクンと・・・。

大人では大事にならなくても、小さなお子さんには命にかかわることもあるのです。

「子供は誤飲するものと周りの大人が認識する」

「子供の手が届かないところに薬は置くようにする」

是非頭の片隅に置いていただければと思います。

『我々はOne Pill：1錠で can kill：子供を殺してしまうと研修医に教育します。』

内科部長 石井 彰（いしい あきら）
主な診療分野 内科一般・総合診療科

略歴
2004年/福井医科大学卒
2004年/自治医科大学附属さいたま医療センター
2007年/大宮医師会市民病院 派遣
2011年/東日本大震災における災害医療派遣（岩手県立千厩病院）
2012年/自治医科大学附属さいたま医療センター助教
2018年/深谷赤十字病院総合診療内科 副部長
日本内科学会認定内科医
日本内科学会認定総合内科専門医
日本プライマリ・ケア連合学会認定医/認定指導医



内科：九鬼 榮一（くき えいいち）
主な診療分野：内科一般

略歴

1983年/防衛医科大学校医学科卒
1983年/航空自衛隊 入隊
2016年/医療法人聖心会南古谷病院内科部長
2019年/医療法人社団医凰会さいたま岩槻病院院長
日本医師会認定産業医

1年に1度健康診断を受診することで、病気の早期発見につながり、健康づくりへの指針とするこ
とが出来ます。

当健診センターは地域のみなさまの健康を守るために、次のような健診コースをご用意しており
ますので、是非ご利用ください。

コース紹介

定期健康診断 10,450円

（労働安全衛生規則に基づいたコースです）企業健診・入社時に使われます。

共済人間ドック 44,000円

子宮頸がん検査 4,100円

子宮頸がん・体がんセット検査 9,800円

乳房エコー＋触診検査 4,100円

乳房マンモグラフィー＋触診検査 6,700円

※2024.4月現在 税込み

他の健康診断コースもご対応させて頂きます。

ご予約・お問合せ

0120‐635-655 （受付対応9:00～12:00 13:00～17:00）

医師の紹介

内科 九鬼栄一

本年１月より共済病院内科で勤務しています。専門は糖
尿病内科ですが他の内科疾患にも広く浅く対応しています。
出身大学が防衛医科大学校だったため、卒業後は航空自衛
隊で勤務していました。医師であると共に国防に携わる幹
部自衛官として航空機事故や災害派遣に出動し、身の引き
締まる様な悲惨な現場も経験してきました。又、高校生ま
では時間にルーズな人間でしたが、自衛官としての訓練の
中で時間に正確である事や身辺整理が出来ている事等、社
会人としての基本を徹底的に叩き込まれた事で、人に迷惑
をかけないで生きていける自分があるのだと、自衛隊に感
謝しています。

前期高齢者となり頭も体も以前のようにはいきませんが、
最後のご奉仕と思って、少しでも共済病院に貢献出来れば
と考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

『健康は１年１年の積み重ね』

健診センター



病院だよりはweb版もあります。
当院のホームページからぜひご覧ください。
http://www.kyosai-hosp.or.jp/
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